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読まず嫌いは損をする？ 
 

2004年第55回読売文学賞および第1回

本屋大賞を受賞した『博士の愛した数式』（小

川洋子/著 新潮社刊）を話題になった頃〈数

式〉に恐れをなし敬遠した。数字は苦手なの

だ。今年になって、何故か白い表紙の角ばっ

た題字に引きつけられて読みました。久方ぶ

りに〈小説〉を読んだと思った。そして数学

を勉強した頃を思い出した。 

私の高校は田んぼの真ん中に建っていて、自転車で通っていた。数学

の先生は、「田植えで休みました」と言って、のんびり授業を始めていた、

なあ～。窓の外の稲田に風が吹き、緑の絨毯がなびいていた。あの時か

ら 40年が過ぎた。 

博士の病気の苛酷さに言葉もない。記憶が 80分しかない。1975（昭

和 50）年までの記憶でストップし、その後はなし。毎日の劇的な事は

ないけれど、積み重ねていく生活の記憶がないのだ。忘れたくない事は

紙に書き服に貼りつけているけれど。阪神タイガースの試合、江夏の活

躍、野球カード捜しと物語は進んでいく。主人公と息子と博士の心暖か

くなる小説です。時間は過ぎていくだけでなく、体験や思い出を少しづ

つだけと持って進行していく。一つでも多くの記憶を持って暮らせば、

ちょっとだけ楽しい人生になるかしら？今も休みなく時はたっていくけ

れど。                   【司書 大塚 美佐子】 
 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
編集後記 夏休み、親子で調べ物にいらっしゃる方が増えています。図鑑や事典を一
緒に広げる姿は羨ましくもあります。学習の進展をお祈りしております。（鈴木） 
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この用紙は古紙パルプを含む再生紙を使用しています。 

 

み り お 
第５７号 夜風に吹かれて本を読む８・９月号 

 

５月号 

 

今月の特集 
方丈記を読む 

 

    
岩倉街道（いわくらかいどう）は、下小田井村（清須市）から中小田井村・上

小田井村・平田村（西区山田地区）を通り、現在の北名古屋市や岩倉市を経

て犬山市へと向かう街道です。場所により名称が異なり、犬山街道・柳街道

（柳の木が植えられたため）・九之坪（くのつぼ）街道とも呼ばれました。 

江戸時代に入り、清洲から名古屋へと城が移ったのちに整備されました。

街道を通して丹羽郡の農産物が名古屋の庄内川対岸に位置する下小田井に

設けられた青物市場へと運ばれたようです。 

 街道沿いの中小田井の町並みは、名古屋市町並み保存地区に指定されてい

ます。 

《主な参考資料》 

・『日本歴史地名大系 第２３巻 ／ 愛知県の地名』（平凡社） 

・『西春と岩倉街道』（西春町教育委員会） 

・『小田井地区（岩倉街道）』（歴史的環境研究会） 

＊「岩倉街道について」を作成し、配布しています。ご利用ください。  

館内でのご質問から 

毎週土曜日に発行している「新着図書案内」などでは、本の題名に 13 ケタの

数字「タイトルコード」をつけています。 

このコードから本を探すこともできます。 

蔵書検索機で「詳細検索」を選び、 

一番下にある検索条件「分類」をタッチ 

して、条件を「タイトルコード」に変更し 

ます。 

変更後、空欄に数字を入力、「検索」 

をタッチすると該当資料がヒットします。 

「分類」をタッチすると、条件を「タイトル

コード」に変更できます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

鴨長明年譜　＊年齢は数え年

西暦（年号） 年齢

1155（久寿2） 1 下鴨神社の神官の次男として生まれる

1156（保元1） 2 保元の乱

1159（平治1） 5 平治の乱．平清盛の政権へ

1172（承安2） 18 父、死去か？

1177（安元3） 23 安元の大火．鹿ケ谷事件

1180（治承4） 26 治承の辻風．福原に遷都．源頼朝の挙兵

1181（養和1） 27 平清盛死去．養和の飢饉

1184（元暦1） 30 祖母の屋敷を出て、小さな屋敷に移る

1185（文治1） 31 平家滅亡．元暦の大地震．守護・地頭の設置（鎌倉幕府）

1192（建久3） 38 源頼朝、征夷大将軍に

1201（建仁1） 47 和歌所の寄人となる

1204（元久1） 50 一族の反対で河合神社の神官になれず、大原にこもる

1208（承元2） 54 大原から日野へ移る

1211（建暦1） 57 鎌倉で源実朝に面会

1212（建暦2） 58 『方丈記』できる．『無名抄』も書く

1216（建保4） 62 死去

できごと

大邸宅ぐらし

方丈ぐらし

河原に近い家暮らし
鴨長明（かものちょうめい）が 1212（建暦２）年に

『方丈記』を著してから 800 年を迎えます。 

 「ゆく河のながれは絶えずして、しかも、もとの

水にあらず。よどみに浮かぶうたかたは、かつ消え、

かつむすびて、久しくとどまりたるためしなし。世

の中にある人と栖（すみか）と、またかくのごとし」 

 古典文学でもとりわけ美しい響きを持つ本書は、

全てのものはいつか消え果るという無常観を表明

するとともに、京都を襲った数々の災害の記録でも

あります。 

 本文はわずか 20 ページほど。暑い夜に音読して

みてはいかがでしょう。新しい発見があるかもしれ

ません。 

☆長明は建築好き？ 

 下鴨神社の神職トップを父に持ち、資産家であった祖母の家を継いだ長明は、父の早世

と後ろ盾の死が重なり、意に反してあまり光の当たらない道を歩みました。しかし晩年、

京都南郊の日野に一丈（約３ｍ）四方の庵を建て、自足した生活を手に入れたのです。当

時珍しく、土台を用いた可動式の庵は、寝床エリア・仏道エリア・読書と音楽エリアの三

つに分かれており、自身の詳しい記述からこの小さな建物に誇りを持っていた様子が伺え

ます。庵は、ベッド・机・書棚・ミニキッチン・ＰＣのある個室に通じるものがあります。 

 

寝床 

竹のスノコ 

机 

阿弥陀の絵 

普賢菩薩の絵 

障子 
琴と琵琶 

机 
上部につり棚 

かまど 

ひさし 

 

閼伽（あか）棚 

上に法華経 

つり棚に黒い入

れ物（和歌・管

弦の書物など） 

日野の方丈の想像平面図 かけい 

東 

南 

約３m 

山の水 

今月の特集 

京都の下鴨神社の摂社・河合

神社に復元された方丈。実際

に過ごすのは大変そうです。 

 

★読んでみるには 

・『方丈記』 （日本の古典をよむ １４） （小学

館）：解説と本文が一緒になった親しみやすい本。 

・『２１世紀版少年少女古典文学館 １０』 （講

談社）：絵が豊富な児童向け。現代語訳。 

・『方丈記 新訂』 （岩波文庫）：付録として、

長明自筆とも言われる大福光寺本の影印つ

き。雰囲気を楽しめます。 

 

★戦災と方丈記 

『方丈記私記』 堀田善衛／著 （筑摩書房） 

 1945（昭和 20）年３月の東京大空襲の惨状を

目の当たりにした著者は、貴族から武士の世へと変

化する中で災害に見舞われた京都で時代を見つめ

た鴨長明に強くひかれます。ある種のあきらめをも

感じさせる無常観が、長明の意図しない形で私たち

の精神に影響を及ぼしているとも論じます。 

☆名古屋市立図書館本も 

一般に知られる『方丈記』は、長明の自筆とも言われる大福光寺（だいふくこうじ）本です。

ほかに伝本がいろいろあり、その中に「名古屋市立図書館本（名古屋本）」があります。 

名古屋の国学者・鈴木朖（あきら）の旧蔵書で、市立名古屋図書館が所蔵していましたが、

戦災で焼失してしまいました。簗瀬一雄／編著『碧冲洞叢書 ６』（臨川書店）で読めます。 

 
安元三年四月二十八日かとよ。風烈しく吹きて、静かならざりし夜、戌の時ばかり、都の東南より、

火出できて、西北にいたる。…人のいとなみ、皆愚なる中に、さしもあやふき京中の家をつくると

て、宝を費し、心を悩ます事は、すぐれてあぢきなくぞ侍る。【1177年の大火】 

おびただしく大地

震ふる事侍りき。…

家の内にをれば、た

ちまちにひしげな

んとす。走り出づれ

ば、地割れ裂く。羽

なければ、空をも飛

ぶべからず。竜なら

ばや、雲にも乗ら

ん。恐れの中に恐る

べかりけるは、ただ

地震なりけりとこ

そ覚え侍りしか。

【1185年の大地震】 

＊大火・辻風（竜巻）・

飢饉・大地震など平安

～鎌倉への時代の変

わり目には大災害が

連続。長明は体験・聞

いた話をもとに、災害

状況を詳しく書き残し

ます。 

世にしたがへば、身、くるし。した

がはねば、狂せるに似たり。いづれ

の所を占めて、いかなる業をして

か、しばしもこの身を宿し、たまゆ

らも心を休むべき。＊どんな環境でど

んなことをして暮らしたら、身と心をやすら

かにできるだろう？まさに現代の問題。 

 

わが身、父方の祖母の家を伝へて、久

しくかの所に住む。その後、縁かけて、

見衰へ、しのぶかたがたしげかりしか

ど、つひに、あととむる事を得ず。三

十余りにして、さらに、わが心と、一

つの庵を結ぶ。【1184年】＊後ろ盾を失い、

30歳あまりでもう半隠居生活へ。 



当館をご利用いただき、ありがとうございます。最近の当館について簡

単にご報告します。 
 
● 子ども図書館大使 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 高校生のインターンシップ 
 
 
 
 
 
 
 

 
● 学校での読書支援 
 
 
 
 
 
 
● 西保健所山田分室での読み聞かせ 
 
 
 
 
 
● 児童向け館内行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
● 企画展示 

 

 

 
 
● おもちゃ病院 

 

   

最近の山田図書館 

7/26・27、8／2・3の４日間、 

西区在住の小学生から選ばれた「子 

ども図書館大使」が、図書館の仕事 

を体験したり、図書館の使い方を学 

んだりしました。子ども達に図書館 

や本への関心を高め、今後の学習に 

役立ててもらうとともに、成果を学 

校で先生や友達にも伝えていただき 

ます。 

            任命式と図書館クイズの後、館内探検

やカウンターでの貸出・返却業務、本へ

のフィルムがけを行いました。また、木

簡や巻物から始まる本の歴史を学び、百

科事典を使った調べものや検索機を用い

た本探しにチャレンジしました。 

多少難しい内容も 

あったと思います

が、                  が、大使のみなさん 

が熱心に取り組む 

姿が印象的でした。               

とても熱心に取り組まれ  

山田地区の小学校にうかがい、本の読み聞かせやブックトーク（テー

マごとの本の紹介）を行いました。みなさん楽しんでくれました。 

6/29・7/6・7/13 中小田井小学校 

7/11 平田小学校 

★ 7/24子育て教室「ぴよぴよ」で､読み聞かせをしました。 

★ 7/6・8/3 地域のボランティアの方々とともに、３歳児健診の機

会に、本の読み聞かせや手遊びを行いました。 

 

★ 【工作教室】てづくりあそび「くるくるを作ろう」（6/30） 

★ 【科学あそび】親子（孫）でたのしい大道仮説実験講座〈ころ

りん〉（8/11） 

⇒缶詰めと缶ジュースを転 

がし、どちらが早いかを実 

験しました。重さ？直径？ 

中味？それとも？決め手を 

考えてみました。 

★ おはなし会（6/17～8/14） 

 “すくすく”（乳幼児向け）  

8回開き、わらべうたや絵本を紹介しました。 

 “よむよむ”（小学生低学年まで） ３回開きました。 

 5 

・「カレーの夏★日印国交 60周年」（～7/19） 

・「ごちゃっとで特集された本」（～7/29）    

・「寄席の世界」（～8/28 予定）・「なつやすみ！自由研究に挑戦」（児童）  8/7～8/9、名古屋市立西陵高校の生徒さんが 

インターンシップで来館し、窓口業務、資料の 

返本、書架の整頓、他館との交換便の処理、 

資料の受入、児童行事などを体験しました。 

 職員一同、今後のご活躍に期待しています。 
 6/17・7/15、「児玉おもちゃ病院」の出張診療を行い、壊れたおも

ちゃの修理をしました。第３日曜日（10時～13時）に開いています。 

百科事典のひき方を真剣に学ん

でいるところです。 

検索機を使うコツ

を覚えれば、本を

早く探せます。 

５人の大使です。 



 
山田図書館クロスワードパズル 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

● 陸前高田市・読書ボランティアの方々が来館 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

Ｈ 

 

 

２ 

 

 

Ｅ 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

４ 

Ａ 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

Ｇ 

 

Ｆ 

 

 

 

 

Ａ 

 

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ 

ス ネ ニ キ ズ 

カ キ ョ  シ 

イ シ ウ ス  

ツ  ボ  コ 

リ ョ ウ シ ン 

【ヨコのかぎ】 
1．知らないことは人に聞いておこう。 

 「聞くは一時の恥聞かぬは○○○○○の恥」 

４．するめ、ピーナッツ、あられなどの簡単なおつま

み。「○○○○○」 

５．梅干を使ったさっぱりしたうどん。「○○○○○」 

 

 

【タテのかぎ】 
１．小説家。『ゴールデンスラバ

ー』『オーデュボンの祈り』 

 「○○○○○タロウ」 

２．大気中で光が異常に屈折し、

空中に何かあるように見える

現象。富山湾が有名。 

「○○○○○」 

３．松本ぷりっつによるマンガ、

エッセイ。 

『○○○○○シマイ』 

 

 

【前号のこたえ】 

ニホンショキ 

サン 

正解は次号をご覧ください。 

（１２年８月号おまけ） 

 

 

 8/7、本市が復興支援に取り組 

んでいる岩手県陸前高田市より、 

読み聞かせボランティア「ささ舟」 

のみなさんが来館されました。当 

館職員が現地へ出向きボランティ 

アをしているご縁で出会った方々 

です。陸前高田市では図書館が壊 

滅、職員は全員亡くなられました。 

自らも被災しながら、「がれきの 

中で育つ子ども達によい絵本を届けたい」という思いで必死に本を

集め、竹駒（たけこま）小学校での活動を続けていらっしゃいます。 

金額の多少にかかわら

ず大歓迎です！ 

～読書でふくらむ子どもの夢～ 

名古屋市では、教育事業にあてる「名古

屋市教育基金」を設けています。 

本年度、子どもが読書に親しみ、将来の

可能性を広げるために学校・家庭と図書

館が協力して行う活動に活用します。 

子ども達が、図書館でより多くの本にふ

れることができるよう、ご理解とご支援を

よろしくお願い申し上げます。 

パンフレット（申込書）は 
館内で配布しています。 

所得税・住民税・法人税の優遇措置があり

ます。ご協力をお願いいたします。 


